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　第12表・第12図の記弩について。Aは連結詞and，　Aの両端は連結されている構造型の番号で
ある。したがって1A2はType　1とType　2とがandにより連結されている場合である。ま
た，2ASはandの前の構造はType　2であるが，　andの後はいくつかのTypesがすでに連
結されていることを示している。（e．g．2and（1　and　3））。最後に，　othersは，　S1，　S2，　S3　and
S4のような連結例である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第12図
　N，J，　Cの間の差の有無はこのデータでは判定できない。1A2と2A2とにおいてはCと
Nとの差は小さく，C－Nと」との差が大きい。しかし，3A3においては∫とCとの差がノ」、さ
く，」－CとNとの差が大きい。
　集合文体をはなれて，英語の文休という観点から見れば，多く用いられる組み合わせは，1A
1，1A2，2A1，2A2，2A3，3A2，3A3，0thersなどである。そのなかでとくに
多く用いられるのは2A2である。このことは，一般的にいって，構造型のType　2が多く用い
られる（5．1）ということと，二つの構造型がandで連結される場合，同じ構造型がandの両端
にあらわれることが多いということとによっている。したがって，1A1や3A3も比較的多く
用いられることになる。
　最後に注意すべきことは，IA3，1A4，1A5，1AS，2A5，2AS，3A4からS
ASなどはほとんど用いられていないということである。
5．13．時制の分布（第13表・第13図）
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第13表
　C－Jに対して，Nが特異な分布を示してい
る。つまり，Nではpastが圧倒的に多く（90．4
％），C－」ではpast，　presentともにあらわ
れ，presentの方がpastよりも多い。　future
に闘していえば，例の絶対数が少ないので特徴
的なことはつかめないが，Cにおいて一番多く
羅いられるといえる。
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5．14．　特制1非i痔制の分布（第14表・第14
　　　園）
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　　　　　　　第14表
　蒋綱というのは動詞の定形を意味し，非
時制は分調，動名講など，定形をなしてい
ないものをさしている。
　N，J，　Cの間の差はないといってよい。
つまり，隠舗！非時制の分布は集合文体の
変化による影響をほとんどうけない。
5．15．modal！non－modalの分布　（第15表
　　　・第15図）
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　　　　　　　第15表
　modalはea］1，　must，　be　toなどである。
N，∫，Cの間の分布のばらつきは5．14に
おけるそれよりも小さい。
　この分布は集合文体のちがいによる影響
をほとんどうけない。
5．16．受動態1非受動態の分布　（第16衷・
　　　第16図）
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　非受動態はType　2とType　4で受動変形をうけていないものである。
りえないType　1やType　3は含まれていない。
　N，J，　Cの闇の差はないといえる。さらに，三者の分布の聞のばらつきは小さい。
　したがって，5．14，5．15，5．16は集合文体区別に役立たない項目である。
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第16表
　　もともと受動態にな
　6．　ま　　と　　め
　以上の調査結果をまとめてみよう。第17表の縦欄は対象としている資料で，N〈一＞Jは「Nと∫
とを比較した場合」ということである。横欄はこれまでの調査項目である。表申の＋は資料問に
差があること，一は差がないこと，±はどちらとも判定できないことを，それぞれ，示している。
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第17表
　第17表において，＋の場合には，その項目は集合文体区別に役立つものである。一の場合に
は，その項目は集合文体のちがいにより影響をうけないものである。したがって，小説でも，社
説でも，会話体でも安定した分布を示している。　　　　　　　　　　（1969年1月8日）
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